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㊦アスベストが使われている
場所と報告の仕組み
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繭

法
改
正
へ

環
撞
省
は
ヽ
住
宅
や
ビ
ル
を
解
体

改
修
す
る
際
、
ア
ス

ベ
ス
ト
国
の
有
無
を
重
刷
に
調
査
し
、
都
道
府
県
に
報
告
す

る
こ
と
を
工
掌
の
実
施
者
側
に
義
務
づ
締
る
方
針
を
固
あ

報
告
は
年
間
数
十
万
件

0
2
宣
年
春
の
施
行
を
目
指
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
頑
丈
で
耐
熱

性
に
優
れ
、
低
価
格
と
い
う
特

l
徴
を
持
つ
。
防
火
へ
・
擬
音
・
断

熱
用
に
住
宅
や
ビ
ル
の
屋
根
や

天
井
、
床
に
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、

工
場
の
機
械
室
や
ボ
イ
ラ
ー
華

に
吹
き
付
け
て
使
わ
れ
て
い

た
。
解
体
・
改
修
工
費
の
際
に
飛

散
し
だ
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
う
と

が
ん
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
、

ィ
、
　
¥
　
　
,

¥
回
露
寵
鱒
籠
轢
離
群

れ
た
。
空
気
中
に
飛
散
し
や
す
く
、
吸
い
込
む
と
申
度
膣

や
肺
が
ん
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。
潜
伏
期
間
も
1
 
5
~
5
 
0
年

9
5
年
の
5
0
0
人
か
ら

繕
醸
譲
轄
誤
嬢
弊
纏

2
0
1
7
年
に
は
1

人
に
増
加
。
鵬
年
に
兵
庫
県

0
0
年
に
使
帰
が
禁
じ
ら
れ
た

が
、
今
も
多
く
の
建
物
に
残
る
。

現
行
の
大
気
汚
染
陽
止
法

は
、
建
物
の
解
体
・
改
修
工
事

の
際
、
草
稿
調
査
を
行
い
、
建

物
に
吹
き
付
け
る
な
ど
し
だ
ア

ス
ベ
ス
ト
が
見
つ
か
っ
た
場
合

韻
鐸
溺
龍
器

工
業
者
が
発
注
者
に
文
書
で
説

が
行
わ
れ
怒

っ
た
o
　
¥

こ
と
に
な
る
方
針
。
ア
ス
ベ
/
ス

ト
を
含
む
民
間
の
建
物
は
全
国

で
2
8
0
万
棟
を
超
え
、
今
後
、

解
体
・
改
修
王
聾
が
増
え
る
と
で

さ
れ
る
。
環
境
省
は
、
年
数
十

万
~
1
0
0
房
件
の
報
告
が
義

務
化
さ
れ
る
と
み
て
い
る
。

藍
量
は
施
工
業
著
や
発
注

者
と
な
る
見
通
し
。
報
告
を
受

ノ
け
だ
自
治
体
は
、
解
体
㍉
改
修

現
場
竪
芸
入
り
検
査
を
実
施

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
勝
也

な
ど
の
適
切
な
対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き

る
。
/
ア
ス
ベ
ス
ト
の
動
向
を
陶

確
に
把
擾
す
る
狙
い
も
あ
る
。

環
境
省
は
今
後
、
中
央
環
擾

審
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
来

年
の
通
常
国
会
に
大
気
汚
染
陽

止
法
改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と

な
ど
を
目
指
紫

た
だ
へ
新
た
な
仕
組
み
で
は
、

報
告
の
徹
底
や
自
治
体
の
チ
ュ

ッ
ク
体
制
の
構
築
が
課
題
と
な

る
。
あ
る
建
設
業
窮
関
係
者
は

銭
負
担
淑

報
告
に
授

び
腰
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
」

と
話
す
膏

小
山
醜
男
・
瞬
治
大
教
授

(
建
築
材
料
学
)
ば
、
「
自
治

体
の
立
ち
入
唆
検
査
を
増
や
し

た
り
、
調
査
し
な
い
施
工
業
者

へ
の
罰
則
を
厳
格
化
し
た
り
し

て
、
制
度
の
実
効
怪
童
高
め
る

方
策
が
重
要
。
施
工
業
者
に
負

担
を
熟
は
す
ぎ
な
い
工
夫
も
必

要
だ
」
と
し
て
い
る
。
、
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